
JBCの全日本ナショ
ナルチーム・ユースナ
ショナルチームが、国
を代表して公式国際大
会に派遣される機会が
以前より少なくなった
のは、コロナ禍や国か
らの助成金の減少、円
安や航空券の値上が
り、物価の上昇などが
影響していると思いま
す。
ボウリングの国家代
表を取り巻く環境は、
各国それぞれで異なり
ます。国際総合競技大
会でメダルが取れる競
技が少ない国は、ボウリングに
手厚い助成をすることが多く、

逆に日本のようにメダルを取
れる競技が多いと、いわゆる

などが予定されています。
ちなみに第６回アジアインドア
&マーシャルアーツゲームズ
は、本来2021年に行われる予
定が延期になり、本年の開催に
なりました。
昨年夏にシンガポールで開
催された第22回アジアジュニ
ア選手権大会で、大活躍をし
てくれた全日本ユースナショ
ナルチームは、記憶に新しいと
ころですが、日本代表の選手た
ちが今年も世界で大暴れして
くれることを期待しています。
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▲2014年に韓国・仁川で行われたアジア競技
大会の開会式の模様 ▲アジアインドア＆マーシャルアーツ

ゲームズのマーク。同大会は、ボウリ
ングなどの屋内競技のほか、チェスや
囲碁などの頭脳スポーツも行われる
総合競技大会

大会（韓国）
◎9月・第27回アジア選手権大
会（タイ）
◎10月・第17回アジアシニア
選手権大会（シンガポール）
◎11月・日本オリンピック委
員会から派遣される第６回ア
ジアインドア&マーシャルアー
ツゲームズ（タイ）
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「非オリンピック競技」には、あ
まり予算はつきません。
私がまだナショナルチーム

の選手だったころ、オリンピッ
ク競技の日本代表であった友
人から、公式国際大会に派遣
されるのに、費用のほぼすべて
を自己負担しなければならな
い、という話を聞いたことがあ
りました。後に仕事などで他の
さまざまな競技の内情を知り、
JBCは自前の予算を使って選
手強化、海外派遣を頑張って
きたのだな、と思うようになり
ました。
　さて、2024年は公式国際
大会が目白押しです。１月には
2024ユースW杯がペルーで
開催されました（日本は未派
遣）。
◎６月・第23回アジアジュニ
ア選手権大会（マレーシア）
◎７月・IBF世界ユース選手権

▲見やすくディスプレーされたプロショップ ▲ボールやシューズをはじめ、充実した品ぞろえ

▲「お客様とのコミュニケーションを
大切にしています」とプロショップを
切り盛りする林さん

今回はレーン素材の違いと、
それらの特徴についてお話しし
たいと思います。
レーン素材は、大きく分けて
ウッド（木製）レーンと合成レー
ンのほか、ウッドにフィルムを
貼っているものもあります。
かつてはウッドレーンが一般

的でしたが、環境への影響もあ
り、現在ではあまり見られませ
ん。湿気や温度の変化に影響を
受けやすく、変形しやすく、メ
ンテナンスが難しいため、合成

素材に比べて使用割合が低く
なってきています。一方合成
レーンは、メンテナンスが簡単
で、研磨が少なくてすむこと
や、耐久性が高いため、今では
主流となっています。
ボウラーの視点から考える

と、レーン素材によりオイルの
変化に大きな違いが感じられま
す。オイルの種類によっても違
いが出ますが、今回は同じオイ
ルを使っている場合に焦点を当
てていきましょう。

レーン素材によるいちばんの
違いは、板の硬さです。ウッド
レーンの方が合成レーンに比べ
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暖かい日が続いたと思えばま
た寒くなったりと、体調の管理
が難しい時期ですね。
さて今月紹介するショップ

は、千葉県にあるときわ平ボウ
リングセンターのショップ
です。新京成線の常盤平駅
から徒歩１分という好立地
にある同センターは、昨年
で開場50周年を迎えた老
舗のボウリング場です。
長年プロショップを担当

されていた前任者が引退
され、2023年８月15日
から、JBC公認ドリラー
の資格を持つ林大介さん
が担当されています。ドリ
ル歴は10年以上で、以前
はフロント業務の傍ら、前
任者に技術や知識を学び

ながら、昨年プロショップを引
き継ぎました。
林さんは、お客様の要望を聞

くのはもちろんですが、その中
でもアドバイスや提案をさせて

いように、お客様と仲良くなる
ことが必要だと思い、ボウリン
グの話だけではなく、世間話も
混ぜながらコミュニケーション
を大事にしています」と林さん。
それによって、ドリルやボウリ
ングの悩みを、気軽に相談して
もらえる雰囲気づくりをしてい
ます。
プロショップのディスプレー
は、選ぶ楽しみが感じられるよ
うに品ぞろえを豊富に、そして
お買い求めしやすい価格設定を
意識しています。
現在リーグなどは投げていま

せんが、週に１回は練習もして
いるそうです。
「自分が投げる
ことでボウラーの
気持ちがわかる
し、自分がお客様
だったらと常に考
えながら、接客を
させていただいて
います」
地域密着型のと

いただき、十分な理解を得られ
てからドリル、用品の販売をし
ているそうです。
「ボウリングを生涯スポーツ

として楽しんでもらうた
めに、指の痛みやけがの
ないように、丁寧なドリ
ル、親切なアフターフォ
ローを心がけています。
お客様が要望を言いやす きわ平ボウリングセンターのプ

ロショップですが、お近くにお
越しの際はのぞいてみてはいか
がでしょうか。林さんが優しく
対応してくださいますよ。

て柔らかいため、摩擦力が強く
なります。摩擦力が強くなると
いうことは、それだけ曲がりが
大きく出やすい（もしくは手前
から曲がりやすい）ということ

です。オイルパターンが公表さ
れているボウリング場で、同じ
42フィートのパターンでも曲
がりに違いが出るのは、こうし
た板の硬さが大きく影響してい
ます。
例えば、摩擦が強いカバース

トックのボール（ソリッド素材
等）を摩擦力があるウッドレー
ンで使用すると、手前から曲が
り始めてしまうため、いつもの
ラインではポケットに収まら
ず、裏まで曲がってしまうこと
があります。
上手にアジャストしたように

みえても、ロールアウトした状
態でポケットヒットしていた
ら、ストライクが続きません。
とくにスピードのないボウラー
は、ウッドレーンでは摩擦力の
弱い、パール系のボールを選択
するなどして対応しましょう。

▲現在は主流となっている合成レーン
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佐藤秀樹プロが指南
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